
-------------------------------------------------------------------- 
第３問 配点 20 点 

 設問別加点基準  

 

設問Ａ（計１２点） 

(１) ３点（１個正解で１点、２～３個正解で２点、完答で３点） 
ａ－静岡、ｂ－秋田、ｃ－東京、ｄ－沖縄 
 
(２) ３点 
観点Ⅰ（①～③のいずれかが書かれていれば１点） 
① (ＩＴ分野は)技術革新のスピードが速い／技術革新の重要性が高い 
常に技術革新が必要 
② (ＩＴ分野は)市場変化が激しい 
③ (ＩＴ分野は)機敏な経営判断〔意思決定〕が必要 
 
観点Ⅱ（①～④各１点、２点満点、２点以上は与えない） 
① (大都市には)高技能労働力が集中 
② (大都市には)関連企業が集積 
③ (大都市には)世界の情報が集中 
④ 大都市の市場では(情報通信分野の)需要が高い 
 
(３) ３点 
観点Ⅰ（①～④のいずれかが書かれていれば１点） 
① 「外国人研修制度」を利用した就労（「」の用語を正しく書ければ２点） 
② 「留学生の研修制度」「外国人の研修制度」「移民の研修制度」「高技能労

働力を育てる研修制度」など、また「研修制度」を単独で使ったものなどは１

点 
③ 「技能実習制度」を利用した就労／「技能実習生」として就労（「」の用

語を正しく書ければ２点） 
④ 国際協力・人材育成協力など、研修生・実習生受け入れの意義に触れたも

のは１点を加点。 
 
観点Ⅱ(１点) 
① 留学生に認められたアルバイト／留学生の就労 
 
 



観点Ⅲ(①・②のいずれかが書けていれば１点) 
① オーバーステイ／不法滞在／不法残留 
② 不法入国／不法移民 
 
(４) ３点 
観点Ⅰ(①～③のいずれかが書かれていれば１点) 
① バブル経済崩壊〔バブル崩壊〕後の不景気〔デフレ経済〕で 
② 家計の消費支出が低迷(により国内の観光旅行が減少) 
③ (不景気により)日帰り旅行など「安・近・短」旅行の傾向 
 
観点Ⅱ(①・②各１点、２点満点) 
① 円高(の進行)の影響で(海外旅行が割安) 
② 海外への観光旅行〔海外旅行〕が増加 
 
観点Ⅲ(①・②のいずれかが書かれていれば１点) 
① バブル期のリゾート開発により(ホテル・旅館業が)過当競争に陥った 
② バブル崩壊で(第３セクターなどが経営するホテル・旅館業が)破綻した 
 
観点Ⅳ(１点) 
① レジャーの多様化 
 
※ 観点Ⅰ～Ⅳの合計が３点を超えるときは３点で打ち切り 
 
設問Ｂ（計８点） 

(１) ４点 
観点Ⅰ～ｂ群の卸売販売額(Ｘの値)について (①～③各１点、２点満点、２点
以上は与えない) 
① (隣接する)三大都市圏に卸売業者が集積 
② (ｂ群の県は)三大都市(東京・大阪・名古屋)の卸売業の商圏〔卸売商圏／
供給圏〕に含まれる／卸売業の勢力圏に置かれる／卸売業の後背地である／卸

売機能に依存している 
③ (①・②などの理由を受けて)そのため卸売販売額（Ｘの値）は比較的小さ
い 
 
 
 



観点Ⅱ～ｃ群の卸売販売額(Ｘの値)について (①～③各１点、２点満点、２点
以上は与えない) 
① (ｃ群の県は)｢地方中枢都市｣を有している 
② 広域圏(各地方)全体の卸売機能(卸売業者)が集積する／(周辺の県に)広い
卸売業の商圏〔卸売商圏／供給圏／勢力圏／後背地〕を持つ 
③ (①・②などの理由を受けて)そのため卸売販売額（Ｘの値）は比較的大き
い 
 
観点Ⅲ～小売販売額(Ｙの値)について(①・②のいずれかが書かれていれば１
点) 
① 小売販売額(Ｙの値)は、人口規模に相関する／比例する 
② (ｂ群は、三大都市圏に隣接し)人口規模が大きく小売販売額（Ｙの値）は
大きい／(ｃ群は、ｂ群に比べ)人口規模が小さく小売販売額（Ｙの値）は小さ
い 
※ 観点Ⅰ～Ⅲの合計が４点を超えるときは４点で打ち切り 
 
(２) ４点 
観点Ⅰ～方策について (①～③各１点、２点満点、２点以上は与えない) 
① 首都機能の移転／首都の移転／国会(官庁)等の移転 
② 首都機能の分散／分都 
③ 他地域(大阪圏・名古屋圏・地方拠点都市など)の産業・経済の活性化／産
業の再配置／多極分散型国土の形成(による首都機能の分散) 
 
観点Ⅱ～問題点 (①～④各１点、２点満点、２点以上は与えない) 
① (移転や分散に)多額の費用を要すること／多重投資／交通網整備のため
の新規の費用が必要 
② (分散の場合)交通面の効率の低下／交通システムへの負荷の増大／行政
面の効率の低下 
③ 移転先・分散先の環境悪化 
④ (移転・分散いずれの場合も)政治と経済の連携を損なう 
  


